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望みの原子・分子を狙いの空間位置に配置可
能なナノワイヤは、全く新たな機能性デバイスを
生み出す新材料として期待されてきたが、適用可
能な材料種に大きな制限が存在していた為にそ
のデバイス展開に大きな制約があった。

単結晶酸化物ナノワイヤを形作るメカニ
ズム解明と新設計手法の構築
単結晶酸化物ナノワイヤを金属触媒を用いた気
液固(VLS)法により形成する原子レベルでのメカ
ニズムを実験的・理論的に明らかにした。金属触
媒と固体との固液界面においてのみ絶対選択的
に結晶成長が発現するメカニズムを原子間の相
互作用を考慮したモデルによって明らかにすること
に成功した。その原子の空間選択性が、固液界
面における核生成に要求される臨界濃度の低下
に起因することが明らかとなった。

ナノワイヤメモリスタの実証と物性メカニ
ズムの解明
ナノワイヤを用いたナノワイヤメモリスタという新概
念を提唱・実証した。従来素子では電気抵抗変
化部位が固体内部に潜んでいたために解明不可
能であったメモリスタ動作の謎に対して、ナノワイヤ
メモリスタを用いて①その極微サイズにおけるメモ
リスタ特性の実証と②従来は抽出しえなかったメモ
リスタ物性のメカニズムの本質に明らかにした。上記、ナノワイヤ科学技術の本質的な問題を、

独自の原子・分子スケールのメカニズムに基づく
新しい合成手法により克服し、新しく合成された
ナノワイヤ群を用いた極微デバイス（メモリスタ、
熱電変換素子）を提案・構築し、その優れた特
性を世界に先駆けて明らかにすることを目的とす
る。
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従来は不可能と考えられてきた機能性材料
のナノワイヤ構造化が可能となり、超低消費
電力で駆動する電子デバイスや、高効率に
廃熱を電気エネルギーへと変換するデバイス

群が創出される。加えて、ナノスケールの表
面修飾技術により、我々の健康に関連した
生体分子群を検知するバイオデバイスが生
み出される。

ナノワイヤ形成において原子・分子の空間選択性が
生まれる仕組み ナノワイヤメモリスタの概念図


